
１．施設概要

施設名

所在地

サイトＵＲＬ

根拠条例

設置目的(設置時期)

指定管理者名

指定期間

２．総合的な評価

◆管理運営等の状況　
　提案に基づき、施設の適切な維持管理を行い、多目的ホール、アートギャラリー等の貸出し業務、利用の促進
に関する業務等を実施した。
　また、施設の設置目的を踏まえた多様な自主事業を行っており、コロナまん延防止等重点措置の解除もあっ
て、26回の自主事業を実施し、施設の価値向上に努めていた。

◆利用状況　
　今年度の利用者数は、前年比181.2％の36,657人と大きく増えたものの、目標達成率は67.8％となったためＣ評
価となった。まん延防止等重点措置が解除された後も、コンサート等の入場者数を引き続き５割程度に抑えたこ
とや、集客が見込める地元の学校、町関連の催事のうち、本年度も中止となったものがあったことが影響した。
　また、目標値を設定している多目的ホールとアートギャラリーの利用率も目標値を下回った。多目的ホールで
は自主事業の寄席、JAZZおよびクラシックコンサート12件と地域福祉関連催事、地域文化団体催事、映画上映お
よび交通安全協会の講習会などの利用があり、利用率は前年比132.45%の87.55%(目標値：94.6％)となった。アー
トギャラリーでは、自主事業の絵画展とネーミングライツ企業協賛によるハイレゾコンサート、趣味のワーク
ショップおよび『囲碁・将棋の会』と、地元有志の写真展、個展、絵画展、相模原市民ギャラリーの出張美術展
などの利用があり、利用率は前年比178.87%の41.23%(目標値：55％)となった。

◆利用者の満足度　
　令和４年度に実施した自主事業参加者や施設利用者に対し満足度調査を行ったところ、施設の印象満足度にお
いて、上位２段階の回答割合が９割を超えＳ評価となった。

◆収支状況　
　原油価格高騰の影響により水道光熱費が前年比で4,311千円増、150.9％の12,786千円となった。利用者の回復
により施設利用料収入は1,946千円の増となったが、ホームページのリニューアルに伴う宣伝広告費の増1,240千
円等もあって、全体で△1,517千円の損失を計上したためＢ評価となった。

◆苦情・要望等　
　利用者からの施設に関する苦情１件及び要望が２件、職員対応に関する苦情が1件あった。

◆事故・不祥事等　
　利用者の運転する車両による事故が施設駐車場内で1件あった

アクティオ株式会社

R3.4.1 ～ R8.3.31
(2021年)  (2026年)

土地水資源対策課

　　　　　　　　　　　　総合的な評価の理由と今後の対応

※新型コロナウイルス感染症や原油価格高騰が３項目評価（利用状況、利用者満足度、収支状
況）に与えた影響及び対応状況も含めて「総合的な評価の理由と今後の対応」を記載。

モニタリング結果報告書
（令和４年度）

神奈川県立相模湖交流センター

神奈川県相模原市緑区与瀬259-1

http://www.sagamiko-kouryu.jp

神奈川県立相模湖交流センター条例

水源地域の活性化を図り、多様な交流活動の場を提供するた
めの施設として設置（平成12年４月）

・施設の維持管理は、適切に行われていた。
・施設の利用状況は、新型コロナウイルスまん延防止等重点措置が解除された後も、コンサート等の入場者数を
引き続き５割程度に抑えたことや、集客が見込める地元の学校、町関連の催事のうち、本年度も中止となったも
のがあったことが影響して、利用者数はコロナ禍前の７割程度に留まった。
・利用者の満足度は、満足度調査において高評価を得ており、サービスの向上が図られている。
・収支状況は、原油価格高騰の影響により水道光熱費が前年比で4,311千円の増となった。利用者の回復により施
設利用料収入は1,946千円の増となったが、ホームページのリニューアルに伴う宣伝広告費の増1,240千円等も
あって、全体で△1,517千円の損失を計上した。
・以上の点を踏まえ、３項目評価をＢ評価とした。
・引き続き、県として、施設の状況を適宜確認しながら、適切に維持管理を行えるよう対応していく。

＜各項目の詳細説明＞

施設所管課
（事務所）



３．３項目評価の結果

４．定期・随時モニタリング実施状況の確認

現地調査等
の実施状況

実 施 頻 度 現地調査等の内容

四半期に１回

・令和４年11月７日(備品の確認）
・現地モニタリング実施（５月24日、８月２日、12
月７日、２月24日　の計４日間）
・指定管理者から提出された書類の記載内容と現地
の状況を照合した結果、適切に指定管理業務等が履
行されていることを確認した。

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける
指導・改善勧告等の

有無

指導・改善勧告等の内容

なし

月例業務報告
確認

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

なし なし

３項目評価とは、３つの項目（利用状況、利
用者の満足度、収支状況）の評価結果をもと
に行う評価をいう。

Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要

利用状況
利用者の
満足度

収支状況

Ｂ Ｃ Ｓ Ｂ

３項目評価

(項目６参照)

有 ・ 無

◆労働環境の確保に係る取組状況　
　県による監査、労働基準監督署からの指摘事項はない。

◆その他
　特になし。

(項目７参照) (項目８参照)

意見交換等
の実施状況

実 施 頻 度 意見交換等の内容

四半期に１回

敷地内の東京電力鉄塔移設工事に伴う施設の管理運
営上の課題等を情報共有するとともに、照明設備更
新工事等について協議した。



５．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

※指定管理業務に与えた新型コロナウイルス感染症等の影響がある場合、対応状況を含めて、

「実施状況等」欄に記載。

〔　参考：自主事業　〕

※自主事業に与えた新型コロナウイルス感染症等の影響がある場合、対応状況を含めて、

「実施状況等」欄に記載。

運営に関する業務
①管理施設及び設備の貸出し業務
②利用の承認業務
③利用承認の取消し業務
④管理施設の利用案内に関する業
務
⑤利用者との事前調整業務
⑥駐車場の管理業務

　施設及び設備の貸出、承認業
務、駐車場の管理業務は条例・
規則に従い円滑に実施した。施
設及び設備の貸出にあたって
は、利用者との事前打合せを十
分に行い、利用者のニーズに適
確に対応した。

　月例報告により確認
しており、基本協定、
年度協定等に基づき適
切に行われている。

利用料金の徴収に関する業務 　施設利用者に施設利用・設備
利用に係る料金はキャンセルに
よる払い戻しが出来ない旨の説
明を徹底し、施設利用・設備利
用に係る料金の事前徴収を条例
どおり円滑に遂行した。

　月例報告により確認
しており、基本協定、
年度協定等に基づき適
切に行われている。

事業計画の主な内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

管理施設の維持管理に関する業務　
①保守管理業務
②環境維持管理業務
③安全管理業務

　設備の保守点検や清掃業務な
ど、業務の基準どおり実施し
た。

　月例報告により確認
しており、基本協定、
年度協定等に基づき適
切に行われている。

事業計画の主な内容 実施状況等

令和４年度も、「多様な交流」や「水源地の自
然と人のふれあい」などをテーマに、年間26回
の自主事業計画を立てた。

　多目的ホールにおいてはコンサート等13
回、ギャラリーにおいては絵画展等11回、
その他研修室においては囲碁・将棋を楽し
む会を２回、計26回の自主事業を実施し
た。

渡辺貞夫JAZZコンサート SADAO PLAYS ONE FOR 
YOU
（多様な交流をテーマとした事業の一例）

　364名の来館があった。(４月19日)

利用の促進に関する業務
①利用者数及び利用率の向上に関
する業務
②広報、情報提供に関する業務
③利用統計に関する業務

　相模湖駅前の情報掲示板、
ホームページ、折込チラシ、県
マグカルカレンダー等を活用し
情報提供を行うことで、利用者
の誘致を図った。

　月例報告により確認
しており、基本協定、
年度協定等に基づき適
切に行われている。

効果的・効率的な運営に資するた
めに必要な業務
①事業計画、人員配置計画及び収
支計画の作成に関する業務
②業務日報の作成に関する業務
③月例業務報告書の作成に関する
業務
④利用者満足度調査の実施に関す
る業務
⑤実績報告書の作成に関する業務

　「事業計画、人員配置計画及
び収支計画」、「日報」、「月
報」、「実績報告書」について
は、期限を遵守し作成した。
　また、自主事業開催時等に利
用者満足度調査を実施し、今後
の運用の参考としている。

　月例報告により確認
しており、基本協定、
年度協定等に基づき適
切に行われている。

浜田澄子個展　浜田澄子の世界
（水源地の自然と人とのふれあいをテーマとし
た事業の一例）

　計403名の来館があった。(５月20日～６
月５日)　



６．利用状況

目標値の設定根拠：

利用者数の算出方法（対象）：

※原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由

利用者数※ 24,530 20,231 36,657

対前年度比 46.3% 82.5% 181.2%

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満　Ｂ：85％
以上～100％未満　Ｃ：85％未満
※施設の特性から利用状況の評価を行わない場合は「目標値の設定根拠」欄に当該理
由を、「目標値」欄に代わりとなる数値（定員数等）を記載してください（女性保護
施設と県営住宅等が該当）。

Ｃ

前々年度 前年度 令和４年度

提案時の事業計画書に記載された年度目標（隔年開催してき
たダムマニア展の来館者数の増減を省いた形で、当施設で行
う事業から想定可能な来館者人数を設定）

　施設の正面出入口に設置したセンサーによりカ
ウント。

目　標　値 55,000 54,000 54,100

目標達成率 44.6% 37.5% 67.8%

【新型コロナウイルス感染症等が利用状況に与えた影響と対応状況】
 (※当該影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

①新型コロナウイルス感染症等が利用状況に与えた影響
　利用者数は、前年比181.2％の36,657人と大きく増えたものの、コロナ禍前との比
較では7割程度の戻りに留まった。まん延防止等重点措置が解除された後も、コン
サート等の入場者数を引き続き５割程度に抑えたことや、集客が見込める地元の学
校、町関連の催事のうち、本年度も中止となったものがあったことが影響した。
　多目的ホールでは、利用者数が前年比140.4%の9,637人、利用率が前年比132.45%
の87.55%と持ち直した。自主事業の寄席、JAZZおよびクラシックコンサート12件と
地域福祉関連催事、地域文化団体催事、映画上映および交通安全協会の講習会など
である。また録音業者はコンスタントに利用して頂いている。
　アートギャラリーでは、利用者数が前年比290.0%の3,060人、利用率が前年比
178.48%の41.23%となった。自主事業は絵画展とネーミングライツ企業協賛によるハ
イレゾコンサート、趣味のワークショップおよび『囲碁・将棋の会』を開催。ま
た、地元有志の写真展、個展、絵画展、相模原市民ギャラリーの出張美術展などの
利用があった。

②令和４年度の対応状況
　新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドラインに即して、共用物の衛生管理・換
気の徹底、ソーシャルディスタンスの確保、保健衛生対策の徹底、会計時等の非接
触等を徹底した。

(変更なし)

＜備 考＞



７．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

職員の対応(自主事業参加者)／全体的な満足度(施設利用者)

直接配布 720 1672 43.1%

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～90％
未満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行う。Ｓ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析

自主事業の参加者や施設利用
者にアンケート用紙を配布し
回収、分析する。

上位二段階の評価の割合が９割を超
えており、多くの来館者に好感を持
たれている。

満足、不満に回答が
あった場合はその理由

サービス内容の総合
的評価の回答数 505 120 4 1 630

記載なし

満足
どちらか
といえば

満足

どちらか
といえば

不満
不満 合計

前年度の
回答数 181 32 0 0 213

回答率 80.2% 19.0% 0.6% 0.2%

回答率の
対前年度比 94% 127%

前年度回答率 85.0% 15.0%

【新型コロナウイルス感染症等が利用者満足度に与えた影響と対応状況】
 (※当該影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

①新型コロナウイルス感染症等が利用者満足度に与えた影響
　令和４年度の満足度調査は、利用者数の回復に伴い、コロナ前と同程度の回答数
を確保することができた。
　令和３年度：回収数236/配布数 657
　令和２年度：回収数 33/配布数 244
　令和元年度：回収数422/配布数3152
　平成30年度：回収数530/配布数1841

②令和４年度の対応状況
　自主事業については、開催プログラムの人気に比例して回収数が増減する傾向が
ある。令和４年度はシリーズ催事や過去に人気の高かった催事を多く開催した結
果、回答数の増につながった。
　施設利用については、録音業者や地元団体・個人等のリピーターが多いため、ア
ンケートの回収数が低い傾向にある。利用者には積極的な回答を依頼したものの、
回答数は例年と同程度の16件に留まった。

＜備 考＞



８．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

前
々
年
度

前
年
度

評価 ≪評価の目安：収支差額の当初予算額が０円の施設≫
収入合計／支出合計の比率が、Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満　
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超え
るマイナスが生じている)：85％未満Ｂ

収入の状況 支出の状況 収支の状況

指定管理料 収支比率利用料金 その他収入
その他収入
の主な内訳

収入合計 支出 収支差額

決算 83,947 4,083 10
コピー代等サービ
ス代金雑収入 -97588,040 89,015 98.90%

当初
予算

82,893 6,620 204
コピー代等サービ
ス代金雑収入 89,717 89,717 0

268 100.30%

0

当初
予算

84,600 6,600 70
コピー代等サービ
ス代金雑収入 91,270

91,270

4,959 337
臨時休館に伴う県
費用負担

当初
予算

84,600 6,600 70
コピー代等サービ
ス代金雑収入 91,270

89,89684,600

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

令和４年度 前年度 前々年度

令
和
４
年
度

【新型コロナウイルス感染症等が収支状況に与えた影響と対応状況】
 (※当該影響により評価結果がＣとなった場合は必ず記載)

＜備 考＞

91,270 0

決算 84,600 6,905 26
コピー代等サービ
ス代金雑収入 91,531 93,048 -1,517 98.37%

決算 89,628

①新型コロナウイルス感染症等が収支状況に与えた影響
　原油価格高騰の影響により水道光熱費が前年比で4,311千円増、150.9％の12,786
千円となった。利用者の回復により施設利用料収入は1,946千円の増となったが、
ホームページのリニューアルに伴う宣伝広告費の増1,240千円等もあって、全体で△
1,517千円の損失を計上した。

②令和４年度の対応状況
　照明を一部間引いたり、空調をこまめに調整するなどして光熱費の節減に努め
た。



９．苦情・要望等 該当なし

1 件

2 件

1 件

件

件

件

件

件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

10．事故・不祥事等 該当なし

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事について改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

11．労働環境の確保に係る取組状況

当該職員に対し指定管理者
本社による接遇指導を実施
した。

分野 報告件数 概要 対応状況

施設・設備
苦情（電話） 施設予約の受付が不公平ではないかとの苦情

予約確定手続またはキャンセル料の設定と
駐車場団体利用の精算方法に関する要望

利用者に状況を説明し、
了解を得た。

要望（電話）

職員対応

①利用者の車両が駐車場に侵入、転回した際に縁石に接触し、制御不能となって植え込
みの看板に衝突。けが人なし。
②５月24日現地確認
③利用者の保険で植え込みを修理
④無
⑤利用者の過失
⑥無

職場環境 無

事業内容

その他

苦情（電話） 受付担当者の対応への不満

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考欄に概
要を記載。

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無 備考

法令に基づく手続き 無

発生日

4月14日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）


